
平成２８年度 
第４回 帯広市スポーツ推進審議会 

議事録 
 

日 時 平成２９年３月２７日（月）１８：３０～１９：１０ 

場 所 帯広市役所１０階 第５A 会議室 

出席者  

        川岸  仁     帯広市体育連盟 

        武士沢康夫     帯広市体育連盟 

        髙橋 弘史     帯広市 PTA 連合会 

        中野 哲也     帯広市保育所（園）父母連合会 

山角 輝雄     帯広市老人クラブ連合会 

川口 文恵     教育委員会指名 

        増田久美子     教育委員会指名 

柚原 俊一     一般公募 

 

欠席者  

    小柴  満     帯広市体育連盟         

川上 義史     帯広市医師会 

細岡 和幸     帯広市青少年育成者連絡協議会 

長岡由記柄     帯広市スポーツ推進委員協議会 

森田 精一     帯広市体育連盟 

村田浩一郎     帯広畜産大学 

石倉 貴浩     教育委員会指名 

熊谷  操     一般公募 

 

 

○事務局：敦賀室長、森川企画調整監、泉施設担当次長、永田副主幹、高橋主査、千葉主査、 

三田地主査、石橋主任、髙橋主任補、水上係員、島田係員、澤田係員、吉村係員 

 

 

１．開会                              １８：３０ 

  三田地主査の司会により開会する 

 

２．会長挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・武士沢康夫 

 



 
３．報告事項 
（１）平成 28 年度スポーツ振興室主要事業について 

   事務局から資料１に基づき説明する。・・・・・・・・・・・・・・・・・・千葉主査 

 

＜質疑＞ 

委 員：全国規模の大会を開催した場合の宿泊施設の不足はないのか。 

事務局：現在、一番人数の多い全国規模の大会がクラブユースサッカー選手権大会でござい

ます。選手・役員のみならず中学生クラスの保護者の方たちも多く訪れます。 

毎年開催時期がほぼ決まっておりますので、チームの参加申込みの段階から、旅行 

代理店を通じてホテルをおさえている。これは帯広市内ではおさまりきらないので、 

管内の十勝川温泉などのところも含めて入っているという状況でございます。 

全国大会については、時期も大体決まっておりますので、遅くても前年から、競技 

団体が旅行代理店とともに準備しております。 

開催をする段階で泊まろうとする人たちが泊まれない、応援する人たちが泊まれな 

かったという状況はありません。 

 
（２）新総合体育館整備運営事業について 

   事務局から資料２に基づき説明する。・・・・・・・・・・・・・・・・・・高橋主査 

 

＜質疑＞ 

委 員：体育館のこけら落としに、大会や有名人を招待することは考えているのか。 

事務局： PFI 事業の提案を求める際に、PFI の提案者に対して、記念のイベントを行うこと 

を求めています。現時点では、まだ具体的な内容について、明確な提案は出ており 

ませんが、記念イベントを行うという考え方は提案されており、今後完成までに具 

体的に確認していく予定です。タイミングとしては建物本体の供用開始の平成 32 

年 3 月 1日、そして全面オープンの平成 33 年 9 月 1日もございますが、今の総合 

体育館完成時も当該年度の中で競技団体と競技を進めていく中で、記念の冠をつけ 

た大会を開催していただいたこともございましたので、多分、競技団体さまにもご 

相談させていただきながら進めていくことになろうかと思います。 

 

委 員：おそらく災害時、この場所は避難場所になるかと思うが、管理者が指示者となると、 

そこで色々あると思うのでシミュレートしていただければと思う。 

事務局：現状でも、指定管理者を文化スポーツ振興財団に運営を依頼している。 

避難所に指定になった場合は、避難所の責任者として市職員が必ずいることになっ 

ている。連携方法等を、シミュレーションしながら、PFI 事業者とどういった形で 

対策をとるか、具体的なタイムラインで訓練していく予定です。 



 

委 員：駐車場の台数ですが、観客席数が 4,209 名とありますが、それに対する駐車場の台 

数は、何の根拠をもって 330 台にしたのでしょうか。 

事務局：業務要求水準書の中には、この限られたスペースの中で、駐車場については我々も 

想定をして 300 台以上という条件にしております。そして、観客席は 3000 席以上 

というのは単純に連動しているかというと、そういうことではございません。 

アリーナとして必要な観客最低要件として求めております。 

 

委 員：4,000 人を超えるお客さんが入ってきたときに、330 台で十分でしょうか？ 

事務局：図面でいくと、上の方に青色で遊歩道と書いてあるのですが、この遊歩道の左上へ 

歩いてくと、十勝大橋の脇を抜ける地下になるのですが、堤防を越えると 500 台程 

度駐車可能なスペースがございます。 

ここの入り口は西 5条側になりますが、徒歩だとこの遊歩道を通って 5分程度で来 

られるということで、プロバスケットボールの大会に 2,000 人を超える人が来るの 

ですが、総合振興局や帯広神社の駐車場をお借りして、そこから 10 分以上歩いて 

来ているので、それと比較すると近いところに駐車することが可能になると考えて 

います。 
 

５．その他 
（１）スポーツ推進計画について 

   事務局から資料３に基づき説明する。・・・・・・・・・・・・・・永田副主幹 

 

＜質疑＞ 

  特になし 

 

（２）その他 

 

＜質疑＞ 

委 員：昨年の災害で十勝川と、札内川の河川敷がやられたと思いますが、今の復興状況を 

わかる限りでよいので教えてほしい。 

 

事務局：実際に、工事が始まるのが夏頃になる予定。 

今後、実際に競技場として使える状態になるのは、芝の状態を見てからということ 

になる。 

 

 



６．スポーツ振興室長あいさつ 
 
７．閉 会                           １９：１０ 


